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１．市営住宅ストックの状況 

 

（１）管理種別 

 

江別市の市営住宅は、平成23年度末現在で186棟、1,223 戸になっています。 

住宅の種別では公営住宅※160棟（86.0％）、949戸（77.6％）、改良住宅※26棟

（14.0％）、274戸（22.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 公営住宅・改良住宅 

公営住宅は公営住宅法、改良住宅は住宅地区改良法に基づき、地方公共団体等が整備

する公的賃貸住宅です。 

江別市では、それぞれの住宅に入居できる方の収入の金額が改良住宅の方が若干少な

いほか、違いはほとんどありません。 

【管理種別】
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（２）構造種別 

 

① 概要 

住棟の数では、耐火構造14棟（7.5％）、準耐火構造（簡易耐火構造２階建）108

棟（58.1％）、簡易耐火構造平屋建 64 棟（34.4％）となっていますが、戸数別に

みると、耐火構造 419 戸（34.3％）準耐火構造（簡易耐火構造２階建）555 戸

（45.4％）、簡易耐火構造平屋建249戸（20.4％）となっています。 

また、改良住宅で耐火構造の建物の割合が多く、反対に公営住宅では準耐火構造

（簡易耐火構造２階建）、簡易耐火構造平屋建の建物が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【構造別棟数】
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【構造別戸数】
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② 団地別概要 

団地別に建物の構造種別を見ると、公営住宅の弥生団地、中央団地は全て耐火構

造の建物となっているのに対し、あけぼの団地、新栄団地では耐火構造の建物がな

い状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公営住宅団地別構造別棟数】
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【公営住宅団地別構造別戸数】
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改良住宅では、弥生団地の全ての住棟が耐火構造となっています。 

また、あけぼの団地、新栄団地では、準耐火構造（簡易耐火構造２階建）及び簡

易耐火構造平屋建の建物となっています。 

野幌団地は耐火構造と準耐火構造（簡易耐火構造２階建）の住棟で構成され、耐

火構造の住宅は住戸数で54戸（52.9％）、住棟数で3棟（23.1％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改良住宅団地別構別棟数】
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【改良住宅団地別構造別戸数】

144戸

54戸

4戸

24戸

48戸

0% 20% 40% 60% 80% 100%

野幌団地

新栄団地

弥生団地

あけぼの団地

耐火構造 準耐火構造(簡易耐火造２階建) 簡易耐火造平屋建



 - 6 - 

（３）住戸型式 

 

① 概要 

住戸型式では、1LDK 33 戸（2.7％）、2DK 648戸（53.0％）、2LDK 60戸

（4.9％）、3DK 337戸（27.6％）、3LDK 119 戸（9.7％）、4DK 15 戸（1.2％）、

4LDK 11 戸（0.9％）となっています。 

2DK と 3DK の住戸がおよそ 80％以上占め、比較的小規模な世帯向けの住宅が

多くなっています。 

また、4DKなど多家族世帯向けの住戸も整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住戸型式別戸数】
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② 団地別概要 

団地別では、公営住宅団地のうち、新栄団地は全ての住戸が2DKにより構成され、

あけぼの団地は 2DK と 3DK タイプの住戸が大半を占めているものの、中央団地、

弥生団地では大小さまざまな形式の住戸が確保されています。 

一方、改良住宅では、2DK型式と3DK型式となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公営住宅団地別住宅型式】
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【改良住宅団地別住宅型式】
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（４）住宅の老朽化の状況 

 

① 概要 

平成 23 年 3 月末現在、耐用年数を経過した住宅が 98 棟（52.7％）、411 戸

（33.6％）、耐用年数の1/2 を経過した住宅は、79棟（42.5％）、513戸（41.9％）

となっており、住棟数でおよそ95％、戸数ではおよそ75％が老朽化の進んだ住宅

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【耐用年数経過状況（棟数）】
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② 団地別の老朽化の状況 

公営住宅では、新栄団地の老朽化が最も進んでおり、全ての住棟、住戸が耐用年

数を経過しています。 

あけぼの団地は全ての住棟、住戸が耐用年数の1/2 を経過し、住棟数、住戸数と

もおよそ4割超は耐用年数を経過した状態になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公営住宅耐用年数経過状況（棟数）】
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【公営住宅耐用年数経過状況（戸数）】
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改良住宅では、新栄団地の全てと野幌団地の一部が耐用年数を経過しています。 

野幌団地では、住棟数のおよそ8割、住戸数のおよそ半分で耐用年数の1/2 以上

を経過するか耐用年数を経過しています。 

また、あけぼの団地では、耐用年数を経過した住棟、住戸はないものの、全ての

住棟、住戸が耐用年数の1/2 を経過しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改良住宅耐用年数経過状況（棟数）】
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【改良住宅耐用年数経過状況（戸数）】

48戸

24戸

24戸

148戸

4戸

120戸

24戸

78戸

24戸

54戸

0% 20% 40% 60% 80% 100%

野幌団地

新栄団地

弥生団地

あけぼの団地

改良住宅計

耐用年数経過 耐用年数1/2経過 その他



 - 11 - 

③ このまま推移した場合の老朽化の進展状況 

建替、用途廃止などの対応をせずに現状のまま推移した場合、およそ10年後、平

成33年時点の老朽化の状況は、市営住宅全体で、住棟数の8割強、住戸数の6割

が耐用年数を経過し、住棟数、住戸数の8割以上が耐用年数の1/2 を経過してしま

うという状況になります。 

着実な建替事業の推進等が不可欠な状況に置かれているものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成33年時点の耐用年数経過状況（棟数）】
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【平成33年時点の耐用年数経過状況（戸数）】
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【市営住宅の老朽化の進展状況と推移（１/４）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡平    ：簡易耐火構造平屋建 

準耐火(簡２)：準耐火構造（簡易耐火構造２階建） 

耐火    ：耐火構造 

1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

Ａ 32 耐火 H8 建設

Ｂ 54 耐火 H10 建設

Ｃ 56 耐火 H12 建設

新Ｂ平37-
1～4

4 簡平 S37 建設
新Ｂ平37-
5～8

4 簡平 S37 建設
新Ｂ平37-
9～12

4 簡平 S37 建設

新Ｂ平37-
13～16

4 簡平 S37 建設

新Ｂ平37-
17～20

4 簡平 S37 建設

新Ｂ平37-
21～24

4 簡平 S37 建設
新Ａ二38-
1～6

6 準耐火(簡２) S38 建設
新Ａ二38-
7～12

6 準耐火(簡２) S38 建設

新Ａ二38-
13～18

6 準耐火(簡２) S38 建設

新Ａ二38-
19～24

6 準耐火(簡２) S38 建設

新Ａ平39-
1～4

4 簡平 S39 建設
新Ａ平39-
5～8

4 簡平 S39 建設
新Ａ平39-
9～12

4 簡平 S39 建設

新Ａ平39-
13～16

4 簡平 S39 建設

新Ａ二39-
1～4

4 準耐火(簡２) S39 建設

新Ａ二39-
5～8

4 準耐火(簡２) S39 建設
新Ｂ平39-
1～4

4 簡平 S39 建設
新Ｂ平39-
5～8

4 簡平 S39 建設

新Ｂ平39-
9～12

4 簡平 S39 建設

新Ａ二40-
1～6

6 準耐火(簡２) S40 建設

新Ａ二40-
7～12

6 準耐火(簡２) S40 建設
新Ａ平40-
1～4

4 簡平 S40 建設

新Ａ平40-
5～8

4 簡平 S40 建設

新Ａ平40-
9～12

4 簡平 S40 建設

新Ｂ平40-
1～4

4 簡平 S40 建設

新Ｂ平40-
5～8

4 簡平 S40 建設
新Ｂ平40-
9～12

4 簡平 S40 建設

新Ａ二41-
1～4

4 準耐火(簡２) S41 建設

新Ａ二41-
5～8

4 準耐火(簡２) S41 建設

新Ａ二41-
9～14

6 準耐火(簡２) S41 建設

新Ａ二41-
15～18

4 準耐火(簡２) S41 建設

Ｇ 24 耐火 S56 建設

Ｈ 55 耐火 H6 建設

Ａ１ 4 簡平 S41 建設

Ａ２ 4 簡平 S41 建設

Ａ３ 4 簡平 S41 建設

Ａ４ 4 簡平 S41 建設

Ａ５ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ６ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ７ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ８ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ９ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ１０ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ１１ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ１２ 2 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ１３ 3 簡平 S43 建設

Ａ１４ 3 簡平 S43 建設

Ａ１５ 3 簡平 S43 建設

Ａ１６ 4 簡平 S43 建設

Ａ１７ 3 簡平 S43 建設

Ａ１８ 3 簡平 S43 建設

構造

51

3

31

弥生

棟数

2 79

経　過　年　数
建設
年度

142

住棟番号 戸数

中央

団地名

公営住宅

あけぼの 18

138

管理
戸数

新栄

計画期間
（H24～H33）

 

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過 耐用経過

耐用経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過 耐用経過
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【市営住宅の老朽化の進展状況と推移（２/４）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡平    ：簡易耐火構造平屋建 

準耐火(簡２)：準耐火構造（簡易耐火構造２階建） 

耐火    ：耐火構造 

1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

Ｂ１ 6 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ２ 2 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ３ 6 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ４ 4 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ５ 6 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ６ 4 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ７ 6 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ８ 2 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ９ 6 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ１０ 4 準耐火(簡２) S41 建設

Ｂ１１ 6 準耐火(簡２) S41 建設

Ｃ１ 4 簡平 S42 建設

Ｃ２ 4 簡平 S42 建設

Ｃ３ 4 簡平 S42 建設

Ｃ４ 4 簡平 S42 建設

Ｃ５ 4 簡平 S42 建設

Ｃ６ 4 簡平 S42 建設

Ｃ７ 4 簡平 S43 建設

Ｃ８ 4 簡平 S43 建設

Ｃ９ 4 簡平 S43 建設

Ｃ１０ 4 簡平 S43 建設

Ｃ１１ 6 準耐火(簡２) S43 建設

Ｃ１２ 6 準耐火(簡２) S43 建設

Ｃ１３ 4 簡平 S41 建設

Ｃ１４ 2 簡平 S41 建設

Ｃ１５ 4 簡平 S41 建設

Ｃ１６ 4 簡平 S41 建設

Ｃ１７ 4 簡平 S42 建設

Ｃ１８ 4 簡平 S42 建設

Ｄ７ 4 簡平 S44 建設

Ｆ１ 6 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ２ 4 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ３ 4 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ４ 6 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ５ 6 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ６ 6 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ７ 6 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ８ 6 準耐火(簡２) S45 建設

Ｆ９ 4 簡平 S45 建設

Ｆ１０ 4 簡平 S45 建設

Ｆ１１ 4 簡平 S45 建設

Ｆ１２ 4 簡平 S45 建設

Ｇ１ 4 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ２ 4 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ３ 6 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ４ 5 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ５ 6 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ６ 5 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ７ 5 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ８ 6 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ９ 6 準耐火(簡２) S46 建設

Ｇ１０ 4 簡平 S47 建設

Ｇ１１ 4 簡平 S47 建設

Ｇ１２ 4 簡平 S47 建設

Ｇ１３ 4 簡平 S47 建設

公営住宅 あけぼの 55 253

団地名 棟数
管理
戸数

住棟番号 戸数 構造
建設
年度

経　過　年　数

計画期間
（H24～H33）

 

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用経過

耐用経過

耐用経過

耐用経過
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【市営住宅の老朽化の進展状況と推移（３/４）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡平    ：簡易耐火構造平屋建 

準耐火(簡２)：準耐火構造（簡易耐火構造２階建） 

耐火    ：耐火構造 

1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

Ｈ１ 6 準耐火(簡２) S47 建設

Ｈ２ 6 準耐火(簡２) S47 建設

Ｈ３ 6 準耐火(簡２) S47 建設

Ｈ４ 6 準耐火(簡２) S47 建設

Ｈ５ 6 準耐火(簡２) S47 建設

Ｈ６ 6 準耐火(簡２) S47 建設

Ｈ７ 4 簡平 S47 建設

Ｈ８ 4 簡平 S47 建設

Ｈ９ 4 簡平 S47 建設

Ｈ１０ 4 簡平 S47 建設

Ｉ１ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ２ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ３ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ４ 4 簡平 S48 建設

Ｉ５ 4 簡平 S48 建設

Ｉ６ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ７ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ８ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ９ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ１０ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｉ１１ 6 準耐火(簡２) S48 建設

Ｊ１ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ２ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ３ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ４ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ５ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ６ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ７ 6 準耐火(簡２) S49 建設

Ｊ８ 4 簡平 S49 建設

Ｊ９ 4 簡平 S49 建設

Ｋ１ 6 準耐火(簡２) S50 建設

Ｋ２ 6 準耐火(簡２) S50 建設

Ｋ３ 6 準耐火(簡２) S50 建設

Ｋ４ 6 準耐火(簡２) S50 建設

Ｋ５ 6 準耐火(簡２) S50 建設

Ｋ６ 4 簡平 S50 建設

Ｋ７ 4 簡平 S50 建設

Ｋ８ 6 準耐火(簡２) S51 建設

Ｋ９ 6 準耐火(簡２) S53 建設

Ｋ１０ 6 準耐火(簡２) S53 建設

Ｋ１１ 6 準耐火(簡２) S53 建設

Ｌ１ 6 準耐火(簡２) S51 建設

Ｌ２ 6 準耐火(簡２) S51 建設

Ｌ３ 6 準耐火(簡２) S52 建設

Ｌ４ 6 準耐火(簡２) S52 建設

Ｌ５ 6 準耐火(簡２) S52 建設

Ｌ６ 6 準耐火(簡２) S53 建設

Ｌ７ 6 準耐火(簡２) S53 建設

Ｌ８ 6 準耐火(簡２) S54 建設

Ｌ９ 6 準耐火(簡２) S54 建設

Ｌ１０ 6 準耐火(簡２) S54 建設

計 160 949 949

51 286あけぼの
公営住宅

経　過　年　数
団地名 棟数

管理
戸数

住棟番号 戸数 構造
建設
年度

計画期間
（H24～H33）

 

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用経過

耐用経過

耐用経過

耐用経過

耐用経過
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【市営住宅の老朽化の進展状況と推移（４/４）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡平    ：簡易耐火構造平屋建 

準耐火(簡２)：準耐火構造（簡易耐火構造２階建） 

耐火    ：耐火構造 

1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47
改B二41-
1～6

6 準耐火(簡２) S41 建設
改B二41-
7～10

4 準耐火(簡２) S41 建設
改B二41-
11～16

6 準耐火(簡２) S41 建設

改B二41-
17～20

4 準耐火(簡２) S41 建設

改B二41-
22～24

4 準耐火(簡２) S41 建設

改B二42-
1～4

4 準耐火(簡２) S42 建設

改B二42-
5～10

6 準耐火(簡２) S42 建設
改B二42-
11～16

6 準耐火(簡２) S42 建設
改B二42-
17～20

4 準耐火(簡２) S42 建設

改B二42-
21～24

4 準耐火(簡２) S42 建設

Ａ 18 耐火 S53 建設

Ｂ 18 耐火 S54 建設

Ｃ 18 耐火 S55 建設

改Ｂ二40-
1～4

4 準耐火(簡２) S40 建設
改Ｂ二40-
5～8

4 準耐火(簡２) S40 建設
改Ｂ二40-
9～12

4 準耐火(簡２) S40 建設

改Ｂ二40-
13～16

4 準耐火(簡２) S40 建設

改Ｂ二40-
17～20

4 準耐火(簡２) S40 建設

改Ｂ二40-
21～24

4 準耐火(簡２) S40 建設

Ａ 24 耐火 S47 建設

Ｂ 24 耐火 S48 建設

Ｃ 24 耐火 S49 建設

Ｄ 24 耐火 S50 建設

Ｅ 24 耐火 S51 建設

Ｆ 24 耐火 S52 建設

あけぼの 1 4 Ｄ４ 4 準耐火(簡２) S44 建設

計 26 274 274

186 1,223 1,223

144

24

合計

野幌

新栄

6

改良住宅

13

6

102

弥生

計画期間

経　過　年　数
団地名 棟数

管理
戸数

住棟番号 戸数 構造
建設
年度

（H24～H33）
 

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用1/2経過

耐用経過

耐用経過

耐用経過
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（５）空家等の概要 

 

江別市の市営住宅の空家戸数は、平成 23 年 4 月 1 日現在 124 戸となっており、

管理戸数1,223 戸のおよそ10.1％となっています。 

空家の大半の95戸は、あけぼの団地にあります。 

また、ほとんどの団地で駐車場、集会所が確保されているが、建替の行われた団地

は中央団地のみにとどまっています。 

一方、直近 3 年間の空家募集に対する応募倍率を見ると、中央団地の 51.4 倍をは

じめ、高い応募倍率となっています。総じて、江別市では市営住宅へのニーズは高く

なっています。 

 

【江別市の団地別概要】                      （単位：戸，台) 

団地 
管理戸数 

合計 

駐車場 

設置台数 
建替履歴 

集会所の 

有無 

空家戸数 

合計 

応募倍率 

(直近 3年間 

の平均) 

中央団地 142  132 H8～H12 有 4 51.4 

新栄団地 138  52   有 15 16.0 

弥生団地 79  51   有 0 17.0 
公営住宅 

あけぼの団地 590  244   有 91 7.5 

野幌団地 102  0   有 5 22.0 

新栄団地 24  公営と共用   公営と共用 2 － 

弥生団地 144  72   公営と共用 3 4.7 
改良住宅 

あけぼの団地 4  公営と共用   公営と共用 4 － 

合計 1,223        124   

 

【江別市の団地位置図】 

 

野幌団地 

新栄団地 
中央団地 

弥生団地 

あけぼの団地 
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（６）入居者の状況 

 

世帯人数をみると、単身世帯、2人世帯が多く、それぞれ入居世帯1,099 世帯のう

ち 402 世帯（36.6％）、406 世帯（36.9％）であり、小規模世帯が全体の 70％以

上を占めています。 

以下、3人世帯157世帯（14.3％）、4人世帯86世帯（7.8％）、5人世帯42世

帯（3.8％）、6人以上世帯6世帯（0.5％）となっています。 

平均世帯人数は、全団地で 2.1 人／世帯に対し、新栄団地 1.6 人／世帯、野幌団地

1.9 人／世帯と両団地では2人を下回り、世帯規模の縮小、小規模化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均世帯人数】

138 97 145 220
499

186 236
501

2,277

1,0991,030

324

2.3
1.9

1.6

2.3
2.1 2.1

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

中央 野幌 新栄 弥生 あけぼの 合計

(
単
位
：
世
帯
，
人
)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

(
単
位
：
人
／
世
帯
)

入居世帯数 世帯人数 平均世帯人数

【世帯人数別入居世帯数】

75

402 406

15

157 86

49

37

65

176

37

40

56

82

191

20

8

39

75

20

5

19

39

3

12

11

1

17

1

42

3

1

1

1

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央団地

野幌団地

新栄団地

弥生団地

あけぼの団地

合計

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上

(単位：世帯)
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入居者の年齢構成を見ると、60歳代、70歳代が多く、60歳代以上で41.3％を占

め、入居者の高齢化が進んでいます。 

江別市全体と比べると、10歳代以下の若年世代と60歳代以上の高齢者世代が多く、

20歳代から50歳代の勤労世代が少ないのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯主の年齢構成を見ると、70 歳代が最も多く 270 世帯（24.6％）を占め、60

歳代以上で674世帯（61.4％）と過半数を上回る状況です。 

中でも新栄団地、野幌団地の世帯主の年齢層が高く、新栄団地では 60 歳代以上が

77.2％、野幌団地では68％を占めています。 

 

 

 

 

【入居者及び江別市の年齢別人数】

7

178 266

16

155 253

24

44

65

82

191

406

57

32

55

61

160

365

22

20

28

36

65

171

8,947

50

8

44

69

13,257

45

14

11

81

115

12,654

19

6

32

82

14,156

46

13

67

112

15

16,772

46

40

19

110

17

232

18,050

52

126

21

20

32

251

17,939 12,2707,565

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央団地

野幌団地

新栄団地

弥生団地

あけぼの団地

市営住宅計

江別市全体

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

(単位：人)

【世帯主年齢別世帯数】

22109

12

136 158

21

16

20

28

51

136

7

7

2

6

49

31

4

3

22

69

25

9

21

14

79

34

20

11

268

26

125

47

16

54

270

45

24

41

119

41

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央団地

野幌団地

新栄団地

弥生団地

あけぼの団地

市営住宅計

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

(単位：世帯)
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（７）収入の状況 

 

入居世帯の収入分位をみると、第Ⅰ分位の低所得の世帯が 921 世帯（83.8％）と

大半を占め、Ⅱ分位～Ⅳ分位94世帯（8.6％）、Ⅴ分位～Ⅷ分位84世帯（7.6％）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 収入分位は、全国の2人以上の世帯を対象に、収入の低い順に並べ収入の低い方か

ら高い方へⅠ分位からⅧ分位まで同じ人数の階層に分けたものです。 

【収入分位】       （単位：円） 

収入分位 収入月額 

Ⅰ分位 0 ～ 104,000 

Ⅱ分位 104,001 ～ 123,000 

Ⅲ分位 123,001 ～ 139,000 

Ⅳ分位 139,001 ～ 158,000 

Ⅴ分位 158,001 ～ 186,000 

Ⅵ分位 186,001 ～ 214,000 

Ⅶ分位 214,001 ～ 259,000 

Ⅷ分位 259,001 ～ 

 

平成 23年4月1日現在、入居世帯総数1,099 世帯のうち、34世帯が収入超過者

となっており、収入超過者にはその旨を通知するとともに、他の住宅のあっせんなど

市営住宅からの明け渡しを容易にするように努めます。 

 

【収入分位別世帯数】

131

921 94

5

84

414

181

83

112

42

22

8

9

13

43

17

6

13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央団地

野幌団地

新栄団地

弥生団地

あけぼの団地

市営住宅計

Ⅰ分位 Ⅱ分位～Ⅳ分位 Ⅴ分位～Ⅷ分位

(単位：世帯)


